
























































































































































































































































































































































































































数 パーセント 数 パーセント 平均値 中央値
アフリカ 2,092 30.3 675,887,158 11.8 323,082 25,391
アメリカ 1,002 14.5 47,559,381 0.8 47,464 2,000
アジア 2,269 32.8 3,489,897,147 61.0 1,538,077 10,171
ヨーロッパ 239 3.5 1,504,393,183 26.3 6,294,532 220,000
太平洋 1,310 19.0 6,124,341 0.1 4,675 800
合計 6,912 100.0 5,723,861,210 100.0 828,105 7,000
表2　第一言語話者数の分布
話者数の範囲
  言語数（死語は除く）  話者数
数 パーセント 合計 数 パーセント 合計
100,000,000から 999,999,999 8 0.1 0.1% 2,301,423,372 40.20753 40.20753%
10,000,000から 99,999,999 75 1.1 1.2% 2,246,597,929 39.24969 79.45723%
1,000,000から 9,999,999 264 3.8 5.0% 825,681,046 14.42525 93.88247%
100,000から 999,999 892 12.9 17.9% 283,651,418 4.95560 98.83807%
10,000から 99,999 1,779 25.7 43.7% 58,442,338 1.02103 99.85910%
1,000から 9,999 1,967 28.5 72.1% 7,594,224 0.13268 99.99177%
100から 999 1,071 15.5 87.6% 457,022 0.00798 99.99976%
10から 99 344 5.0 92.6% 13,163 0.00023 99.99999%
1から 9 204 3.0 95.5% 698 0.00001 100.00000%
不明 308 4.5 100.0%









































































































































































































 ●小森宏美（地域研） : エストニアの事例
 ●石田信一（跡見学園女子大学）: クロアチアの事例
 ●久保慶一（早稲田大学） : セルビア・モンテネグロの事例
第４回研究会　2008年6月7日〈地域研会議室〉
 ●藤嶋亮（神奈川大学）：ルーマニアの事例



















































































“Grater Mekong Sub-Region, the chequered road to 
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※ Discussion Paper 冊子版の購入をご希望の方は ciaspub@cias.kyoto-u.ac.jpに、『Manejo forestal comunitario en América Latina Experiencias, lecciones 
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地域研スタッフの個人研
究室は２階に、シンポジ
ウムや研究会に利用でき
る大中小のミーティング・
ルームが３階にあります
新たな環境で研究をスタート
　2008年10月６日、駐日エクアドル
大使が地域研を訪れ、エクアドルの
文化・政治等に関する図書51冊を寄
贈してくださいました。
　ラテンアメリカ研究のハブとして
の地域研の役割が期待されています。
エクアドルに関する
図書を寄贈いただきました
左から村上勇介地域研准教授、ハビエル・ポンセ
駐日エクアドル大使、田中耕司地域研センター長
同利用研究の成果報告」にもあると
おり、国際シンポジウムや研究会な
どが、すでに新しい環境で開催され
ています。
　新しい所在地・連絡先については
下記をご覧ください。所属研究者の
個人研究室の電話番号、センター事
務室の電話番号・ファ
クス番号は、移転前と
変更ありません。
